
(57)【要約】

【課題】温水暖房端末装置への温水の供給温度を必要に

応じて変化させることができる温水暖房システムを提供

する。

【解決手段】２次側暖房回路３０は、熱交換器２１によ

って生成された８０℃の２次温水が、２次温水循環配管

３３及び２次温水循環ポンプ３４によって、ファンコン

ベクタ３１及び床暖房マット３２ａ、３２ｂに循環供給

されるようになっており、比例制御弁３５ａ、３５ｂに

よって、８０℃の２次温水の各床暖房マット３２ａ、３

２ｂへの供給流量が調整されるようになっている。各床

暖房マット３２ａ、３２ｂから送出される２次温水の大

部分が、端末側循環配管３６及び端末側循環ポンプ３７

によって、各床暖房マット３２ａ、３２ｂに戻され、比

例制御弁３５ａ、３５ｂを通過して送出される８０℃の

２次温水に混合されることによって、６０℃程度に降温

された２次温水が各床暖房マット３２ａ、３２ｂに供給

されるようになっている。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 温 水 暖 房 熱 源 機 に よ っ て 生 成 さ れ た 所 定 温 度 の 温 水 を 、 循 環 配 管 及 び 循 環 ポ ン プ に よ っ
て 、 温 水 暖 房 端 末 装 置 に 循 環 供 給 す る よ う に な っ て い る 温 水 暖 房 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 循 環 配 管 に お け る 前 記 温 水 暖 房 端 末 装 置 の 上 流 側 に 設 置 さ れ た 、 前 記 温 水 暖 房 熱 源
機 に よ っ て 生 成 さ れ た 温 水 の 前 記 温 水 暖 房 端 末 装 置 へ の 供 給 量 を 制 御 す る 制 御 弁 と 、
　 前 記 温 水 暖 房 端 末 装 置 か ら 送 出 さ れ る 温 水 を 前 記 温 水 暖 房 端 末 装 置 に 戻 す よ う に 、 前 記
循 環 配 管 に お け る 前 記 温 水 暖 房 端 末 装 置 の 下 流 側 か ら 分 岐 し て 、 前 記 温 水 暖 房 端 末 装 置 の
上 流 側 に お け る 前 記 制 御 弁 の 下 流 側 で 前 記 循 環 配 管 に 接 続 さ れ る 端 末 側 循 環 配 管 と 、
　 前 記 循 環 配 管 に お け る 前 記 温 水 暖 房 端 末 装 置 の 下 流 側 で 前 記 端 末 側 循 環 配 管 の 分 岐 部 よ
り も 上 流 側 に 設 置 さ れ る 端 末 側 循 環 ポ ン プ と 、
　 前 記 端 末 側 循 環 配 管 に 設 置 さ れ た 開 閉 弁 と
を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 温 水 暖 房 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 温 水 暖 房 熱 源 機 に よ っ て 生 成 さ れ た 所 定 温 度 の 温 水 を 、 循 環 配 管 及 び 循 環 ポ ン プ に よ っ
て 、 温 水 暖 房 端 末 装 置 に 循 環 供 給 す る よ う に な っ て い る 温 水 暖 房 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 循 環 配 管 に お け る 前 記 温 水 暖 房 端 末 装 置 の 上 流 側 に 設 置 さ れ た 、 前 記 温 水 暖 房 熱 源
機 に よ っ て 生 成 さ れ た 温 水 の 前 記 温 水 暖 房 端 末 装 置 へ の 供 給 量 を 制 御 す る 制 御 弁 と 、
　 前 記 温 水 暖 房 端 末 装 置 か ら 送 出 さ れ る 温 水 を 前 記 温 水 暖 房 端 末 装 置 に 戻 す よ う に 、 前 記
循 環 配 管 に お け る 前 記 温 水 暖 房 端 末 装 置 の 下 流 側 か ら 分 岐 し て 、 前 記 温 水 暖 房 端 末 装 置 の
上 流 側 に お け る 前 記 制 御 弁 の 下 流 側 で 前 記 循 環 配 管 に 接 続 さ れ る 端 末 側 循 環 配 管 と 、
　 前 記 端 末 側 循 環 配 管 に 設 置 さ れ る 端 末 側 循 環 ポ ン プ と 、
　 前 記 端 末 側 循 環 配 管 に お け る 前 記 端 末 側 循 環 ポ ン プ の 下 流 側 に 設 置 さ れ た 開 閉 弁 と
を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 温 水 暖 房 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 端 末 側 循 環 ポ ン プ と し て 、 可 変 流 量 ポ ン プ を 採 用 し た 請 求 項 ２ に 記 載 の 温 水 暖 房 シ
ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 温 水 暖 房 端 末 装 置 に よ る 暖 房 運 転 開 始 時 に は 、 前 記 開 閉 弁 が 閉 弁 す る よ う に な っ て
い る 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ に 記 載 の 温 水 暖 房 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 制 御 弁 が 全 閉 に な っ て も 、 前 記 温 水 暖 房 端 末 装 置 へ の 温 水 の 供 給 温 度 が 必 要 以 上 に
高 い 場 合 は 、 前 記 開 閉 弁 が 開 閉 制 御 を 行 う よ う に な っ て い る 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ ま た は ４ に
記 載 の 温 水 暖 房 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 温 水 暖 房 熱 源 機 に よ っ て 生 成 さ れ た 温 水 を 利 用 し て 温 水 暖 房 端 末 装 置 が 暖
房 を 行 う 温 水 暖 房 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 温 水 暖 房 熱 源 機 に よ っ て 生 成 さ れ た 温 水 を 利 用 し て 暖 房 を 行 う 温 水 暖 房 シ ス テ ム に 使 用
さ れ る 温 水 暖 房 端 末 装 置 と し て は 、 比 較 的 高 温 （ 例 え ば 、 ８ ０ ℃ ） の 温 水 を 供 給 し な け れ
ば 定 格 の 暖 房 能 力 を 発 揮 さ せ る こ と が で き な い フ ァ ン コ ン ベ ク タ 等 の 高 温 端 末 装 置 と 、 比
較 的 低 温 （ 例 え ば 、 ６ ０ ℃ ） の 温 水 を 供 給 す る こ と に よ っ て 、 定 格 の 暖 房 能 力 を 十 分 に 発
揮 さ せ る こ と が で き る 床 暖 房 マ ッ ト 等 の 低 温 端 末 装 置 と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 あ る 部 屋 に つ い て は 、 フ ァ ン コ ン ベ ク タ を 用 い て 暖 房 を 行 い 、 他 の 部 屋 に つ
い て は 、 床 暖 房 マ ッ ト を 用 い て 床 暖 房 を 行 う よ う な 場 合 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 温 水 暖 房
熱 源 機 ５ １ に よ っ て 生 成 さ れ た 所 定 温 度 の 温 水 を 、 循 環 配 管 ５ ２ 及 び 温 水 暖 房 熱 源 機 ５ １
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に 搭 載 さ れ て い る 循 環 ポ ン プ に よ っ て 、 フ ァ ン コ ン ベ ク タ ５ ３ 及 び 床 暖 房 マ ッ ト ５ ４ に 循
環 供 給 す る よ う な 温 水 暖 房 シ ス テ ム ５ ０ が 採 用 さ れ る が 、 こ の よ う な 温 水 暖 房 シ ス テ ム ５
０ で は 、 高 温 端 末 装 置 で あ る フ ァ ン コ ン ベ ク タ ５ ３ に 定 格 の 暖 房 能 力 を 発 揮 さ せ る た め に
、 フ ァ ン コ ン ベ ク タ ５ ３ に 比 較 的 高 温 の 温 水 を 供 給 し な け れ ば な ら ず 、 そ の 結 果 、 こ う い
っ た 温 水 暖 房 シ ス テ ム ５ ０ で は 、 温 水 暖 房 熱 源 機 ５ １ に よ っ て 生 成 さ れ た 比 較 的 高 温 の 温
水 が 低 温 端 末 装 置 で あ る 床 暖 房 マ ッ ト ５ ４ に も 循 環 供 給 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ０ ７ ４ ２ ５ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 ６ ０ ℃ の 温 水 を 供 給 し な が ら 、 熱 動 弁 ５ ５ の 開 閉 に よ っ て 温 水 の 供 給 量
を 調 整 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 床 暖 房 マ ッ ト ５ ４ に 、 例 え ば 、 ８ ０ ℃ と い っ た 温 度 の 高
い 温 水 が 供 給 さ れ る と 、 温 水 の 影 響 を 受 け 、 温 水 の 供 給 量 を 調 整 し て い る 熱 動 弁 ５ ５ の 応
答 性 が 悪 く な る の で 、 床 暖 房 フ ロ ア の 表 面 の 温 度 変 動 や 温 度 む ら が 大 き く な り 、 快 適 性 に
欠 け る と い っ た 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 近 年 で は 、 外 気 の 保 有 熱 を 利 用 し て 温 水 を 生 成 す る よ う に な っ て い る た め 、 効 率
よ く 温 水 を 生 成 す る こ と が で き る ヒ ー ト ポ ン プ ユ ニ ッ ト を 温 水 暖 房 熱 源 機 と し て 使 用 す る
場 合 が あ る が 、 ヒ ー ト ポ ン プ ユ ニ ッ ト か ら 送 出 さ れ た ８ ０ ℃ 程 度 の 温 水 が 床 暖 房 マ ッ ト に
供 給 さ れ る と 、 床 暖 房 マ ッ ト か ら は ７ ０ ℃ 程 度 の 比 較 的 温 度 の 高 い 温 水 が ヒ ー ト ポ ン プ ユ
ニ ッ ト に 戻 さ れ る こ と に な る の で 、 効 率 よ く 暖 房 運 転 を 行 う こ と が で き な い と い っ た 問 題
も あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 温 水 暖 房 端 末 装 置 と し て 床 暖 房 マ ッ ト だ け が 使 用 さ れ て い る 温 水 暖 房 シ ス テ ム で
は 、 温 水 暖 房 熱 源 機 が ６ ０ ℃ と い っ た 比 較 的 低 温 の 温 水 を 床 暖 房 マ ッ ト に 循 環 供 給 す れ ば
よ い の で 、 上 述 し た よ う な 問 題 が 発 生 す る こ と は な い が 、 床 暖 房 運 転 の 開 始 直 後 は 、 室 温
を で き る だ け 早 く 上 昇 さ せ た い の で 、 ６ ０ ℃ 以 上 の 温 水 を 一 時 的 に 供 給 し た い 場 合 も あ る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 こ の 発 明 の 課 題 は 、 温 水 暖 房 端 末 装 置 へ の 温 水 の 供 給 温 度 を 必 要 に 応 じ て 変 化
さ せ る こ と が で き る 温 水 暖 房 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ に か か る 発 明 は 、 温 水 暖 房 熱 源 機 に よ っ て 生 成 さ
れ た 所 定 温 度 の 温 水 を 、 循 環 配 管 及 び 循 環 ポ ン プ に よ っ て 、 温 水 暖 房 端 末 装 置 に 循 環 供 給
す る よ う に な っ て い る 温 水 暖 房 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 循 環 配 管 に お け る 前 記 温 水 暖 房 端
末 装 置 の 上 流 側 に 設 置 さ れ た 、 前 記 温 水 暖 房 熱 源 機 に よ っ て 生 成 さ れ た 温 水 の 前 記 温 水 暖
房 端 末 装 置 へ の 供 給 量 を 制 御 す る 制 御 弁 と 、 前 記 温 水 暖 房 端 末 装 置 か ら 送 出 さ れ る 温 水 を
前 記 温 水 暖 房 端 末 装 置 に 戻 す よ う に 、 前 記 循 環 配 管 に お け る 前 記 温 水 暖 房 端 末 装 置 の 下 流
側 か ら 分 岐 し て 、 前 記 温 水 暖 房 端 末 装 置 の 上 流 側 に お け る 前 記 制 御 弁 の 下 流 側 で 前 記 循 環
配 管 に 接 続 さ れ る 端 末 側 循 環 配 管 と 、 前 記 循 環 配 管 に お け る 前 記 温 水 暖 房 端 末 装 置 の 下 流
側 で 前 記 端 末 側 循 環 配 管 の 分 岐 部 よ り も 上 流 側 に 設 置 さ れ る 端 末 側 循 環 ポ ン プ と 、 前 記 端
末 側 循 環 配 管 に 設 置 さ れ た 開 閉 弁 と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 温 水 暖 房 シ ス テ ム を 提
供 す る も の で あ る 。 な お 、 こ こ に い う 「 温 水 暖 房 熱 源 機 に よ っ て 生 成 さ れ た 所 定 温 度 の 温
水 」 と は 、 温 水 暖 房 熱 源 機 に よ っ て 直 接 生 成 さ れ た 所 定 温 度 の 温 水 を 利 用 し て 暖 房 を 行 う
場 合 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 温 水 暖 房 熱 源 機 に よ っ て 直 接 生 成 さ れ た １ 次 温 水 を 熱 交
換 器 に 通 し て 加 熱 す る こ と で 生 成 さ れ た 所 定 温 度 の ２ 次 温 水 を 利 用 し て 暖 房 を 行 う 場 合 も
含 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 ま た 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 ２ に か か る 発 明 は 、 温 水 暖 房 熱 源 機 に よ っ て
生 成 さ れ た 所 定 温 度 の 温 水 を 、 循 環 配 管 及 び 循 環 ポ ン プ に よ っ て 、 温 水 暖 房 端 末 装 置 に 循
環 供 給 す る よ う に な っ て い る 温 水 暖 房 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 循 環 配 管 に お け る 前 記 温 水
暖 房 端 末 装 置 の 上 流 側 に 設 置 さ れ た 、 前 記 温 水 暖 房 熱 源 機 に よ っ て 生 成 さ れ た 温 水 の 前 記
温 水 暖 房 端 末 装 置 へ の 供 給 量 を 制 御 す る 制 御 弁 と 、 前 記 温 水 暖 房 端 末 装 置 か ら 送 出 さ れ る
温 水 を 前 記 温 水 暖 房 端 末 装 置 に 戻 す よ う に 、 前 記 循 環 配 管 に お け る 前 記 温 水 暖 房 端 末 装 置
の 下 流 側 か ら 分 岐 し て 、 前 記 温 水 暖 房 端 末 装 置 の 上 流 側 に お け る 前 記 制 御 弁 の 下 流 側 で 前
記 循 環 配 管 に 接 続 さ れ る 端 末 側 循 環 配 管 と 、 前 記 端 末 側 循 環 配 管 に 設 置 さ れ る 端 末 側 循 環
ポ ン プ と 、 前 記 端 末 側 循 環 配 管 に お け る 前 記 端 末 側 循 環 ポ ン プ の 下 流 側 に 設 置 さ れ た 開 閉
弁 と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 温 水 暖 房 シ ス テ ム を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ に か か る 発 明 は 、 請 求 項 ２ に か か る 発 明 の 温 水 暖 房 シ ス テ ム に お い て 、
前 記 端 末 側 循 環 ポ ン プ と し て 、 可 変 流 量 ポ ン プ を 採 用 し た の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ に か か る 発 明 は 、 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ に か か る 発 明 の 温 水 暖 房 シ ス テ
ム に お い て 、 前 記 温 水 暖 房 端 末 装 置 に よ る 暖 房 運 転 開 始 時 に は 、 前 記 開 閉 弁 を 閉 弁 さ せ る
よ う に し た の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ に か か る 発 明 は 、 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ ま た は ４ に か か る 発 明 の 温 水 暖 房 シ
ス テ ム に お い て 、 前 記 制 御 弁 が 全 閉 に な っ て も 、 前 記 温 水 暖 房 端 末 装 置 へ の 温 水 の 供 給 温
度 が 必 要 以 上 に 高 い 場 合 は 、 前 記 開 閉 弁 が 開 閉 制 御 を 行 う よ う に し た の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 請 求 項 １ に か か る 発 明 の 温 水 暖 房 シ ス テ ム で は 、 温 水 暖 房 端 末 装 置 か ら
送 出 さ れ る 温 水 が 、 端 末 側 循 環 配 管 及 び 端 末 側 循 環 ポ ン プ に よ っ て 、 温 水 暖 房 端 末 装 置 に
戻 さ れ る よ う に な っ て い る の で 、 温 水 暖 房 熱 源 機 か ら 送 出 さ れ る 温 水 と 、 温 水 暖 房 端 末 装
置 を 通 過 す る こ と に よ っ て 放 熱 さ れ た 温 度 の 低 い 温 水 と が 混 合 さ れ た 状 態 で 、 温 水 暖 房 端
末 装 置 に 供 給 さ れ る こ と に な り 、 温 水 暖 房 熱 源 機 か ら 送 出 さ れ る 温 水 の 温 水 暖 房 端 末 装 置
へ の 供 給 量 を 制 御 弁 に よ っ て 適 宜 調 整 す る こ と で 、 温 水 暖 房 端 末 装 置 へ の 温 水 の 供 給 量 を
ほ と ん ど 変 化 さ せ る こ と な く 、 温 水 暖 房 端 末 装 置 へ の 温 水 の 供 給 温 度 を 制 御 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 従 っ て 、 例 え ば 、 高 温 端 末 装 置 で あ る フ ァ ン コ ン ベ ク タ と 低 温 端 末 装 置 で あ る 床 暖 房 マ
ッ ト と い っ た 、 温 水 の 供 給 温 度 が 異 な る 複 数 の 温 水 暖 房 端 末 装 置 が 使 用 さ れ て い る 温 水 暖
房 シ ス テ ム に お い て 、 温 水 暖 房 熱 源 機 が 、 高 温 端 末 装 置 で あ る フ ァ ン コ ン ベ ク タ に 合 わ せ
て 比 較 的 高 温 の 温 水 を 送 出 し て い る 場 合 で あ っ て も 、 低 温 端 末 装 置 で あ る 床 暖 房 マ ッ ト に
は 、 そ れ に 適 し た 比 較 的 低 温 の 温 水 を 供 給 す る こ と が 可 能 と な り 、 従 来 の 温 水 暖 房 シ ス テ
ム の よ う に 、 床 暖 房 フ ロ ア 表 面 の 温 度 変 動 や 温 度 む ら が 大 き く な る こ と が な く 、 快 適 な 床
暖 房 フ ロ ア を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 し か も 、 低 温 端 末 装 置 で あ る 床 暖 房 マ ッ ト か ら は 、 か な り 温 度 の 低 い 温 水 が 送 出 さ れ る
こ と に な る の で 、 温 水 暖 房 熱 源 機 と し て ヒ ー ト ポ ン プ ユ ニ ッ ト を 使 用 し た 場 合 は 、 ヒ ー ト
ポ ン プ ユ ニ ッ ト の 熱 回 収 効 率 が 上 昇 し 、 そ の 結 果 、 暖 房 運 転 の 効 率 も 改 善 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 １ に か か る 発 明 の 温 水 暖 房 シ ス テ ム の よ う に 、 循 環 配 管 に 端 末 側 循 環 ポ ン プ を 設
置 す る と 、 端 末 側 循 環 ポ ン プ と し て 、 循 環 ポ ン プ と 同 じ 定 格 流 量 の ポ ン プ を 選 定 し な け れ
ば な ら な い が 、 請 求 項 ２ に か か る 発 明 の 温 水 暖 房 シ ス テ ム で は 、 端 末 側 循 環 ポ ン プ が 端 末
側 循 環 配 管 に 設 置 さ れ て い る の で 、 例 え ば 、 高 温 端 末 装 置 で あ る フ ァ ン コ ン ベ ク タ と 低 温
端 末 装 置 で あ る 床 暖 房 マ ッ ト と い っ た 複 数 の 温 水 暖 房 端 末 装 置 が 使 用 さ れ て い る 温 水 暖 房
シ ス テ ム に お い て 、 低 温 端 末 装 置 で あ る 床 暖 房 マ ッ ト 側 だ け に 端 末 側 循 環 配 管 を 設 置 す る

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-201618 A 2005.7.28



よ う な 場 合 に は 、 端 末 側 循 環 ポ ン プ は 、 床 暖 房 マ ッ ト に だ け 必 要 温 水 量 を 供 給 す る こ と が
で き れ ば よ い の で 、 請 求 項 １ に か か る 発 明 の 温 水 暖 房 シ ス テ ム と は 異 な り 、 端 末 側 循 環 ポ
ン プ と し て 、 循 環 ポ ン プ よ り 定 格 流 量 の 小 さ い ポ ン プ を 選 定 す る こ と が で き る と い う 効 果
が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 た だ し 、 請 求 項 １ に か か る 発 明 の 温 水 暖 房 シ ス テ ム の よ う に 、 循 環 配 管 に 端 末 側 循 環 ポ
ン プ を 設 置 す る 場 合 は 、 端 末 側 循 環 ポ ン プ と し て 、 そ れ な り の ポ ン プ を 選 定 す れ ば 、 循 環
ポ ン プ を 省 略 す る こ と が で き る の で 、 循 環 ポ ン プ を 搭 載 し て い な い 熱 源 機 を 使 用 す る 場 合
に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ に か か る 発 明 の 温 水 暖 房 シ ス テ ム の よ う に 、 前 記 端 末 側 循 環 ポ ン プ と し
て 、 可 変 流 量 ポ ン プ を 採 用 す る と 、 例 え ば 、 複 数 系 統 の 温 水 暖 房 端 末 装 置 が 存 在 し て お り
、 一 部 の 系 統 だ け を 運 転 す る よ う な 場 合 は 、 端 末 側 循 環 ポ ン プ の 流 量 を 低 下 さ せ る こ と に
よ っ て 、 ポ ン プ 動 力 を 削 減 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 端 末 側 循 環 ポ ン プ の 省 電 力 化 を 図 る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ に か か る 発 明 の 温 水 暖 房 シ ス テ ム の よ う に 、 温 水 暖 房 端 末 装 置 に よ る 暖
房 運 転 開 始 時 に は 、 開 閉 弁 を 閉 弁 さ せ る よ う に し て お く と 、 温 水 暖 房 熱 源 機 か ら 送 出 さ れ
る 温 度 の 高 い 温 水 だ け が 温 水 暖 房 端 末 装 置 に 供 給 さ れ る こ と に な る の で 、 暖 房 運 転 を 開 始
し た 後 、 短 時 間 の う ち に 室 温 を 上 昇 さ せ る こ と が で き る 。 特 に 、 端 末 側 循 環 ポ ン プ が 端 末
側 循 環 配 管 に 設 置 さ れ て い る 場 合 は 、 暖 房 運 転 を 開 始 し た 後 、 開 閉 弁 を 開 弁 さ せ る ま で の
間 は 、 端 末 側 循 環 ポ ン プ を 運 転 す る 必 要 が な い の で 、 省 エ ネ ル ギ 効 果 も 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ に か か る 発 明 の 温 水 暖 房 シ ス テ ム の よ う に 、 制 御 弁 が 全 閉 に な っ て も 、
温 水 暖 房 端 末 装 置 へ の 温 水 の 供 給 温 度 が 必 要 以 上 に 高 い 場 合 は 、 開 閉 弁 が 開 閉 制 御 を 行 う
よ う に し て お く と 、 温 水 暖 房 端 末 装 置 へ の 温 水 の 供 給 量 を 低 下 さ せ る こ と が で き る の で 、
温 水 暖 房 端 末 装 置 の 温 度 制 御 性 が さ ら に 向 上 す る 。 特 に 、 可 変 流 量 タ イ プ の 端 末 側 循 環 ポ
ン プ が 端 末 側 循 環 配 管 に 設 置 さ れ て い る 場 合 は 、 開 閉 弁 の 開 閉 制 御 に 代 え て 、 端 末 側 循 環
ポ ン プ の 流 量 を 制 御 す る こ と に よ っ て 、 ポ ン プ 動 力 を 削 減 す る こ と も で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 、 居 室 内 を 暖 房 す る た め の
温 水 暖 房 シ ス テ ム １ を 示 し て い る 。 こ の 温 水 暖 房 シ ス テ ム １ は 、 同 図 に 示 す よ う に 、 １ 次
温 水 を 生 成 す る 温 水 暖 房 熱 源 機 １ ０ と 、 こ の 温 水 暖 房 熱 源 機 １ ０ に よ っ て 生 成 さ れ た １ 次
温 水 を 熱 交 換 器 ２ １ に 循 環 供 給 す る １ 次 温 水 循 環 回 路 ２ ０ と 、 熱 交 換 器 ２ １ を 介 し て 、 １
次 温 水 か ら 吸 熱 す る こ と に よ っ て 生 成 さ れ た 所 定 温 度 の ２ 次 温 水 を 利 用 し て 暖 房 を 行 う ２
次 側 暖 房 回 路 ３ ０ と を 備 え て お り 、 前 記 温 水 暖 房 熱 源 機 １ ０ は 、 Ｃ Ｏ ２ を 冷 媒 と し て 使 用
し た ヒ ー ト ポ ン プ ユ ニ ッ ト に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 温 水 暖 房 熱 源 機 １ ０ を 構 成 し て い る ヒ ー ト ポ ン プ ユ ニ ッ ト は 、 同 図 に 示 す よ う に 、
Ｃ Ｏ ２ か ら な る 冷 媒 の 蒸 気 を 圧 縮 し て 高 温 高 圧 の 過 熱 蒸 気 に す る 圧 縮 機 １ １ と 、 周 囲 に 放
熱 す る こ と に よ っ て 、 高 温 高 圧 の 過 熱 蒸 気 で あ る 冷 媒 を 凝 縮 さ せ る 凝 縮 器 １ ２ と 、 液 体 冷
媒 を 断 熱 膨 張 さ せ る こ と に よ っ て 低 温 低 圧 の 湿 り 蒸 気 に す る 膨 張 弁 １ ３ と 、 周 囲 か ら 熱 を
奪 っ て 、 液 分 の 多 い 湿 り 蒸 気 で あ る 冷 媒 を 蒸 発 さ せ る 蒸 発 器 １ ４ と が 、 冷 媒 配 管 １ ５ に よ
っ て 接 続 さ れ て お り 、 熱 交 換 器 ２ １ か ら 戻 っ て く る 放 熱 後 の １ 次 温 水 を 、 凝 縮 器 １ ２ に お
い て 、 高 温 の 冷 媒 と の 間 で 熱 交 換 さ せ る こ と に よ っ て 、 ９ ０ ℃ 程 度 ま で 昇 温 さ せ る こ と が
で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 １ 次 温 水 循 環 回 路 ２ ０ は 、 温 水 暖 房 熱 源 機 １ ０ の 凝 縮 器 １ ２ の ２ 次 側 と 、 熱 交 換 器
２ １ の １ 次 側 と を 相 互 に 接 続 す る １ 次 温 水 循 環 配 管 ２ ２ と 、 温 水 暖 房 熱 源 機 １ ０ に 搭 載 さ
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れ て い る １ 次 温 水 循 環 ポ ン プ ２ ３ と 、 １ 次 温 水 の 循 環 流 量 を 制 御 す る 比 例 制 御 弁 ２ ４ と を
備 え て お り 、 比 例 制 御 弁 ２ ４ は 、 熱 交 換 器 ２ １ に よ っ て ８ ０ ℃ の ２ 次 温 水 が 生 成 さ れ る よ
う に 、 そ の 弁 開 度 が 調 整 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 ２ 次 側 暖 房 回 路 ３ ０ は 、 高 温 端 末 装 置 と し て の フ ァ ン コ ン ベ ク タ ３ １ と 、 ２ 系 統 の
床 暖 房 フ ロ ア を 構 成 し て い る 、 低 温 端 末 装 置 と し て の 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ と 、 熱
交 換 器 ２ １ に よ っ て 生 成 さ れ た ８ ０ ℃ の ２ 次 温 水 を 、 フ ァ ン コ ン ベ ク タ ３ １ 及 び 床 暖 房 マ
ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ に 循 環 供 給 す る ２ 次 温 水 循 環 配 管 ３ ３ 及 び ２ 次 温 水 循 環 ポ ン プ ３ ４ と
を 備 え て お り 、 フ ァ ン コ ン ベ ク タ ３ １ は ８ ０ ℃ の 温 水 を 供 給 す る こ と に よ っ て 定 格 の 暖 房
能 力 を 発 揮 し 、 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ は ６ ０ ℃ の 温 水 を 供 給 す る こ と に よ っ て 定 格
の 暖 房 能 力 を 発 揮 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ２ 次 温 水 循 環 配 管 ３ ３ に は 、 各 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ の 上 流 側 に 比 例 制 御 弁 ３ ５
ａ 、 ３ ５ ｂ が そ れ ぞ れ 設 置 さ れ て お り 、 こ の 比 例 制 御 弁 ３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ の 開 度 を 制 御 す る
こ と で 、 熱 交 換 器 ２ １ に よ っ て 生 成 さ れ た ８ ０ ℃ の ２ 次 温 水 の 各 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３
２ ｂ へ の 供 給 流 量 が そ れ ぞ れ 調 整 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 ２ 次 温 水 循 環 配 管 ３ ３ に お け る 各 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ の 上 流 側 に は 、 比
例 制 御 弁 ３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ の 下 流 側 に 、 ２ 次 温 水 循 環 配 管 ３ ３ に お け る 双 方 の 床 暖 房 マ ッ ト
３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ の 下 流 側 か ら 分 岐 し た 端 末 側 循 環 配 管 ３ ６ が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て お り 、 ２
次 温 水 循 環 配 管 ３ ３ に お け る 双 方 の 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ の 下 流 側 に は 、 端 末 側 循
環 配 管 ３ ６ の 分 岐 部 よ り も 上 流 側 に 端 末 側 循 環 ポ ン プ ３ ７ が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 従 っ て 、 各 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ か ら 送 出 さ れ る ２ 次 温 水 の 大 部 分 が 、 端 末 側 循
環 配 管 ３ ６ 及 び 端 末 側 循 環 ポ ン プ ３ ７ に よ っ て 、 ２ 次 温 水 循 環 配 管 ３ ３ に お け る 各 床 暖 房
マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ の 上 流 側 に 戻 さ れ 、 比 例 制 御 弁 ３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ を 通 過 し て 送 出 さ れ
る ８ ０ ℃ の ２ 次 温 水 に 混 合 さ れ る こ と に よ っ て 、 ６ ０ ℃ 程 度 に 降 温 さ れ た ２ 次 温 水 が 各 床
暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ に 供 給 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 端 末 側 循 環 配 管 ３ ６ に は 、 各 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ 毎 に 熱 動 弁 ３ ８ ａ 、 ３
８ ｂ が 設 置 さ れ て お り 、 各 熱 動 弁 ３ ８ ａ 、 ３ ８ ｂ を 閉 弁 さ せ る こ と に よ っ て 、 端 末 側 循 環
配 管 ３ ６ を 通 っ て 各 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ に 戻 さ れ る 温 水 の 供 給 を 遮 断 す る こ と が
で き る よ う に な っ て い る 。 こ の 熱 動 弁 ３ ８ ａ 、 ３ ８ ｂ は 、 各 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ
が 床 暖 房 運 転 を 行 っ て い る 間 は 基 本 的 に 開 弁 さ れ て い る が 、 各 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２
ｂ の 運 転 停 止 中 や 運 転 開 始 時 に は そ れ ぞ れ 閉 弁 す る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 各 床 暖 房 マ
ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ の 運 転 中 に お い て 、 比 例 制 御 弁 ３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ が 全 閉 に な る と 、 こ の
熱 動 弁 ３ ８ ａ 、 ３ ８ ｂ が 開 閉 制 御 を 行 う こ と に よ っ て 、 各 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ へ
の 放 熱 後 の 温 水 の 供 給 量 が 調 整 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 こ の 温 水 暖 房 シ ス テ ム １ で は 、 各 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ か ら 送 出
さ れ る ２ 次 温 水 が 、 端 末 側 循 環 配 管 ３ ６ 及 び 端 末 側 循 環 ポ ン プ ３ ７ に よ っ て 、 各 床 暖 房 マ
ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ に そ れ ぞ れ 戻 さ れ る よ う に な っ て い る の で 、 低 温 端 末 装 置 で あ る 各 床
暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ に は 、 そ れ に 適 し た ６ ０ ℃ と い う 比 較 的 低 温 の 温 水 を 供 給 す る
こ と が 可 能 と な り 、 従 来 の 温 水 暖 房 シ ス テ ム の よ う に 、 床 暖 房 フ ロ ア 表 面 の 温 度 変 動 や 温
度 む ら が 大 き く な る こ と が な く 、 快 適 な 床 暖 房 フ ロ ア を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 こ の 温 水 暖 房 シ ス テ ム １ で は 、 各 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ に 対 応 す る そ れ ぞ
れ の 比 例 制 御 弁 ３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ の 開 度 を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 各 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、
３ ２ ｂ へ の 温 水 の 供 給 流 量 を ほ と ん ど 変 化 さ せ る こ と な く 、 各 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２
ｂ へ の 温 水 の 供 給 温 度 を 制 御 す る こ と が で き る の で 、 熱 動 弁 を 開 閉 さ せ る こ と に よ っ て 床
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暖 房 マ ッ ト へ の 温 水 の 供 給 量 を 調 整 し て い た 従 来 の 温 水 暖 房 シ ス テ ム に 比 べ て 、 各 床 暖 房
マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ の 温 度 制 御 性 が さ ら に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 し か も 、 低 温 端 末 装 置 で あ る 各 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ か ら は 、 ６ ０ ℃ を 下 回 る 低
温 の 温 水 が 送 出 さ れ る こ と に な り 、 こ れ に 伴 っ て 、 １ 次 温 水 の 温 水 暖 房 熱 源 機 １ ０ へ の 戻
り 温 度 も 低 く な る の で 、 配 管 に お け る 温 水 の 放 熱 ロ ス が 小 さ く な る と 共 に 、 上 述 し た よ う
に 、 温 水 暖 房 熱 源 機 １ ０ と し て ヒ ー ト ポ ン プ ユ ニ ッ ト を 使 用 し た 場 合 は 、 効 率 よ く 暖 房 運
転 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 こ の 温 水 暖 房 シ ス テ ム １ で は 、 各 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ に よ る 床 暖 房 運 転
の 開 始 時 に は 、 熱 動 弁 ３ ８ ａ 、 ３ ８ ｂ を 閉 弁 さ せ る こ と に よ っ て 、 熱 交 換 器 ２ １ か ら 送 出
さ れ る ８ ０ ℃ の 温 水 だ け を 各 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ に 供 給 す る よ う に し て い る の で
、 床 暖 房 を 開 始 し た 後 、 短 時 間 の う ち に 室 温 を 所 定 温 度 ま で 上 昇 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 こ の 温 水 暖 房 シ ス テ ム １ で は 、 各 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ の 運 転 中 に お い て
、 比 例 制 御 弁 ３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ が 全 閉 に な っ て も 、 各 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ へ の 温 水
の 供 給 温 度 が 必 要 以 上 に 高 い 場 合 は 、 熱 動 弁 ３ ８ ａ 、 ３ ８ ｂ が 開 閉 制 御 を 行 う こ と に よ っ
て 、 各 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ へ の 放 熱 後 の 温 水 の 供 給 量 を 低 下 さ せ る よ う に な っ て
い る の で 、 各 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ の 温 度 制 御 性 が さ ら に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 ２ 次 温 水 循 環 配 管 ３ ３ に お け る 双 方 の 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２
ａ 、 ３ ２ ｂ の 下 流 側 で あ っ て 、 端 末 側 循 環 配 管 ３ ６ の 分 岐 部 よ り も 上 流 側 に 、 定 流 量 タ イ
プ の 端 末 側 循 環 ポ ン プ ３ ７ が 設 置 さ れ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば
、 図 ２ に 示 す 温 水 暖 房 シ ス テ ム ２ の よ う に 、 端 末 側 循 環 配 管 ３ ６ に お け る 熱 動 弁 ３ ８ ａ 、
３ ８ ｂ の 上 流 側 に 可 変 流 量 タ イ プ の 端 末 側 循 環 ポ ン プ ３ ７ Ａ を 設 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 述 し た 温 水 暖 房 シ ス テ ム １ の よ う に 、 ２ 次 温 水 循 環 配 管 ３ ３ に 端 末 側 循 環 ポ ン プ ３ ７
を 設 置 す る 場 合 は 、 端 末 側 循 環 ポ ン プ ３ ７ と し て 、 ２ 次 温 水 循 環 ポ ン プ ３ ４ と 同 じ 定 格 流
量 の ポ ン プ を 選 定 し な け れ ば な ら な い が 、 温 水 暖 房 シ ス テ ム ２ で は 、 端 末 側 循 環 ポ ン プ ３
７ Ａ が 端 末 側 循 環 配 管 ３ ６ に 設 置 さ れ て い る の で 、 端 末 側 循 環 ポ ン プ ３ ７ Ａ は 、 床 暖 房 マ
ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ に だ け 必 要 量 の 温 水 を 供 給 す る こ と が で き れ ば よ く 、 端 末 側 循 環 ポ ン
プ ３ ７ Ａ と し て は 、 ２ 次 温 水 循 環 ポ ン プ ３ ４ よ り 定 格 流 量 の 小 さ い ポ ン プ を 選 定 す る こ と
が で き る と 共 に 、 熱 動 弁 ３ ８ ａ 、 ３ ８ ｂ が 閉 弁 し て い る 床 暖 房 運 転 の 開 始 直 後 は 、 熱 動 弁
３ ８ ａ 、 ３ ８ ｂ が 開 弁 す る ま で の 間 、 端 末 側 循 環 ポ ン プ ３ ７ Ａ を 運 転 す る 必 要 が な い の で
、 省 エ ネ ル ギ 効 果 も 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 た だ し 、 上 述 し た 温 水 暖 房 シ ス テ ム １ の よ う に 、 ２ 次 温 水 循 環 配 管 ３ ３ に 端 末 側 循 環 ポ
ン プ ３ ７ を 設 置 す る 場 合 は 、 端 末 側 循 環 ポ ン プ ３ ７ と し て 、 そ れ な り の 能 力 を 備 え た ポ ン
プ を 選 定 す る こ と に よ っ て 、 ２ 次 温 水 循 環 ポ ン プ ３ ４ を 省 略 す る こ と が で き る と い う 利 点
が あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 こ の 温 水 暖 房 シ ス テ ム ２ で は 、 端 末 側 循 環 ポ ン プ ３ ７ Ａ と し て 、 可 変 流 量 ポ ン プ
を 採 用 し て い る の で 、 例 え ば 、 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ の う ち 、 い ず れ か 一 方 だ け を
運 転 す る よ う な 場 合 は 、 端 末 側 循 環 ポ ン プ ３ ７ Ａ の ポ ン プ 流 量 を １ ／ ２ に 低 下 さ せ る こ と
に よ っ て 、 ポ ン プ 動 力 を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 各 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ の 運 転 中 に お い て 、 比 例 制 御 弁 ３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ が
全 閉 に な っ て も 、 各 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ へ の 温 水 の 供 給 温 度 が 必 要 以 上 に 高 い 場
合 は 、 温 水 暖 房 シ ス テ ム １ に お い て 行 わ れ て い る 熱 動 弁 ３ ８ ａ 、 ３ ８ ｂ の 開 閉 制 御 に 代 え
て 、 端 末 側 循 環 ポ ン プ ３ ７ Ａ の 流 量 を 制 御 す る こ と に よ っ て 、 ポ ン プ 動 力 を 削 減 す る こ と
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も で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 上 述 し た 各 実 施 形 態 で は 、 温 水 暖 房 熱 源 機 １ ０ と し て ヒ ー ト ポ ン プ ユ ニ ッ ト を 使
用 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 ガ ス や オ イ ル を 燃 焼 さ せ る こ と に よ っ て
温 水 を 生 成 す る 通 常 の 温 水 暖 房 熱 源 機 を 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 上 述 し た 各 実 施 形 態 で は 、 温 水 暖 房 熱 源 機 １ ０ に よ っ て 生 成 さ れ た １ 次 温 水 の 保
有 熱 を 利 用 し て 、 温 水 暖 房 端 末 装 置 に 供 給 さ れ る ２ 次 温 水 を 昇 温 さ せ る よ う に し て い る が
、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 温 水 暖 房 熱 源 機 に よ っ て 生 成 さ れ た 温 水 を 、 温 水 暖 房
端 末 装 置 に 直 接 循 環 供 給 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 上 述 し た 各 実 施 形 態 で は 、 温 水 暖 房 端 末 装 置 と し て 、 高 温 端 末 装 置 で あ る フ ァ ン
コ ン ベ ク タ ３ １ と 、 低 温 端 末 装 置 で あ る 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ と が 使 用 さ れ て い る
温 水 暖 房 シ ス テ ム に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 低 温 端 末 装 置 で
あ る 床 暖 房 マ ッ ト だ け が 使 用 さ れ て い る 温 水 暖 房 シ ス テ ム に つ い て も 、 本 発 明 を 適 用 す る
こ と が で き る 。 た だ し 、 床 暖 房 開 始 時 に お け る 立 ち 上 が り 特 性 を 改 善 す る た め に は 、 温 水
暖 房 熱 源 機 が ６ ０ ℃ 以 上 の 比 較 的 高 温 の 温 水 を 床 暖 房 マ ッ ト に 供 給 す る よ う に し て お く 必
要 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 上 述 し た 各 実 施 形 態 で は 、 熱 交 換 器 ２ １ に よ っ て 生 成 さ れ た ８ ０ ℃ の ２ 次 温 水 の
各 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ へ の 供 給 流 量 を 調 整 す る た め に 、 ２ 次 温 水 循 環 配 管 ３ ３ に
比 例 制 御 弁 ３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ を 設 置 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 電 磁 弁 等
を 開 閉 さ せ る こ と に よ っ て 、 ２ 次 温 水 の 各 床 暖 房 マ ッ ト ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ へ の 供 給 量 を 調 整
す る よ う に し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 に か か る 温 水 暖 房 シ ス テ ム の 一 実 施 形 態 を 示 す 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 温 水 暖 房 シ ス テ ム の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 温 水 暖 房 シ ス テ ム を 示 す 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 １ 、 ２ 　 温 水 暖 房 シ ス テ ム
　 １ ０ 　 温 水 暖 房 熱 源 機
　 １ １ 　 圧 縮 機
　 １ ２ 　 凝 縮 器
　 １ ３ 　 膨 張 弁
　 １ ４ 　 蒸 発 器
　 １ ５ 　 冷 媒 配 管
　 ２ ０ 　 １ 次 温 水 循 環 回 路
　 ２ １ 　 熱 交 換 器
　 ２ ２ 　 １ 次 温 水 循 環 配 管
　 ２ ３ 　 １ 次 温 水 循 環 ポ ン プ
　 ２ ４ 　 比 例 制 御 弁
　 ３ ０ 　 ２ 次 側 暖 房 回 路
　 ３ １ 　 フ ァ ン コ ン ベ ク タ （ 温 水 暖 房 端 末 装 置 ）
　 ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ 　 床 暖 房 マ ッ ト （ 温 水 暖 房 端 末 装 置 ）
　 ３ ３ 　 ２ 次 温 水 循 環 配 管
　 ３ ４ 　 ２ 次 温 水 循 環 ポ ン プ
　 ３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ 　 比 例 制 御 弁 （ 制 御 弁 ）
　 ３ ６ 　 端 末 側 循 環 配 管
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　 ３ ７ 、 ３ ７ Ａ 　 端 末 側 循 環 ポ ン プ
　 ３ ８ ａ 、 ３ ８ ｂ 　 熱 動 弁 （ 開 閉 弁 ）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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